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高等部生徒の学校への適応過程に関する基礎的研究

－学年の切り替えの時期に着目して－

*松 本 晃

Ⅰ．人間が新しい環境に慣れるということ，適応するということ

私たちは新しい環境に身を置くとき，誰しも期待と不安が交錯する。初めての場所，初

めてやること，全てが新しい中で誰かに教わりながら，また，自分で解決しながら，その

環境に慣れようとする。これは，個人差があるにしても，年齢や性別に関係なくおきる人

間の特性ともいえるだろう。

学校現場では，学年の切り替えという環境の変化が存在するために，在籍している児童

生徒はその都度新しい学習環境に身を置くことになる。

石田ら（1998）は，学級集団における交友活動が，中学新入生の対人面・学業面の適応

過程に，どのような影響を及ぼすかを縦断的に調査した結果，入学当初の期待と現実の

ギャップや対人面・学業面でのストレスが大きいことを示している。つまり，入学当初の

子どもが抱える期待や不安と現実の環境では，少なからず差があり，そのギャップにスト

レスを感じる場合があるのである。

小泉（1986）が提唱している人間と環境の相互関係について以下に引用して示す。

人間－環境相互交流論は以下の2つの仮説から成り立っている。第1に，彼ら（人間－環境相互交

流理論者）は個人とそれを取り囲む環境を1つのシステムと考え，個人は環境との間により調和の

とれた状態，すなわち均衡化の状態を目指し，その過程で種々の行動を取るものと考えている。そ

して，個人を取り巻く環境を構成する次元として，物理的環境，対人的環境，社会文化的環境の3

次元を提唱している。

第2の仮説は，環境移行に伴う個人の新環境への適応過程は，未分化から分化へ，分化から統合

へといった一定の発達的変化の方向を示すとの定方向性原理である。

こうした短期の構造的変化は， （1948）の提唱した有機体発達理論における微視発生的Werner
発達（ ）の考えに基づくものである。すなわち，新環境に直面した当初microgenetic development
の個人と環境の相互交流は，経験のレベルにおける認知や情動や評価の3水準が混沌としたもので

あって，未分化な状態にある。それが個人－環境間の相互交流の累積とともに，3水準が次第に分

化し，当該者特有の意味付けがなされた生活空間として再体制化されるのである （ .1 2）。 p －

さらに小泉（同）は，転校後3ヶ月間の小学校転校生の新環境への適応過程を検討して

いる。その結果，人間－環境相互交流論において環境を構成する3次元のうち，物理的環
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境次元の認知と対人的環境次元の対人交流に関して，転入後まもない時期には新転入群と

受け入れ児童（前年転入群， 群）との間には顕著な差が認められたとしている。こHost
の原因として，転校によって新しい学校の設備・備品など，物理的環境が一変する。クラ

ス成員，教師の様相も一変する。以上のことから，認知や相互交流の活発化には，学校生

活における実際の接触が必要であり，新転入群が受け入れ児童と同等の水準に達するには

期間が必要であると指摘している。

盛・尾崎（2007）は幼稚園から小学校への移行における子どもの適応状態を縦断的に評

定した結果，学校適応因子の集団適応と安心感が時期を経るにつれて得点が高くなり，適

応していくことを示している。盛らはこの原因として新環境に対するある程度の慣れが必

要であるとした上で，関係機関の連携の重要さを指摘している。

このように，新しい環境に適応していくためには，関係機関の連携とある程度の期間が

必要なのである。また，新しい環境での人間関係も軽視できない。

榎本ら（2007）は中学生を対象にし，入学後の学校生活への適応過程と満足感との関連

を検討している。中学入学当初の教師との関係は生徒にとってその後の満足感をもたらす

上で重要であること，また友人関係がうまくいかないことは，その後の学校生活に不満足

感をもたらすことを指摘している。学年の切り替わりの時期には，教師や友人関係が重要

になり，これらの関係を良くすることで学校生活を満足に送ることができる。すなわち学

校生活への適応につながっていくのである。

以上の先行研究をまとめると，学年の切り替えの時期には，個人が抱える期待や不安と

現実の間にストレスを感じることがある。それは，良好な人間関係が築かれることで，ス

トレスも少なくなり，次第に学校生活に適応していくものといえる。しかし，すべての児

童生徒が比較的自然に，月日の経過と共に学校生活に適応できるようになるとはいえない

だろう。

Ⅱ．知的障害特別支援学校に在籍する子どもの適応に関して

1．知的障害とは

知的障害の定義をいくつか示す。

（1）ICD-10（World Health Organization 1992）による定義

精神の発達停止，あるいは発達不全の状態であり，発達期に明らかになる全体的な知能水準に寄

特徴づけられる。与する能力，たとえば認知，言語，運動および社会的能力の障害によって

（2）DSM-Ⅳ（American Psychiatric Association 1995）による定義

．明らかに平均以下の知的機能：個別施行による知能検査で，およそ70またはそれ以下の （幼A IQ
児においては，明らかに平均以下の知的機能であるという臨床的診断による ）。

．同時に現在の適応機能（すなわち，その文化圏でその年齢に対して期待される基準に適合するB
有能さ）の欠陥または不全が，意思伝達，自己管理，家庭生活，社会的／対人的機能，地域社

会資源の利用，自立性，自発性，発揮される学習能力，仕事，余暇，健康，安全のうち2つ以
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上の領域で存在する。

．発症は18歳未満である。C

（3）AAMR（American Association on Mental Retardation 2002）による定義

知的障害は，知的機能および適応行動（概念的，社会的および実用的な適応スキルによって表され

る）の双方の明らかな制約によって特徴づけられる能力障害である。この能力障害は，18歳までに

生じる。

（4）学校教育法施行令第22条の3に示されている知的障害の定義

1． 知的発達の遅滞があり，他人との意思疎通が困難で日常生活を営むのに頻繁に援助を必要とす

る程度のもの

2． 知的発達の遅滞の程度が前号に掲げる程度に達しないもののうち，社会生活への適応が著しく

困難なもの

このように，背景的な理念の相違により，若干の違いはあるが，知的機能や適応機能を

含む社会的機能に遅れがあり，発達期や18歳までに明らかになる障害であるといえる。知

的障害のある児童生徒は，適応能力や社会的機能に遅れがあるため，新しい環境に適応す

ることに問題が生じやすくなることが考えられる。その問題が行動として表れた典型とし

て 「不適応行動 ，または「問題行動」がある。この不適応行動や問題行動の意味を確， 」

認する。

2．不適応行動・問題行動について

（1）不適応行動とは

『障害児教育大辞典 （旬報社，1997）によれば，不適応行動とは 「生体が環境との』 ，

あいだで調和した状態になれないことを不適応といい，それが行動レベルで表現されたも

のを不適応行動という 」とされている。また 「子どもの不適応行動は発達上の困難，。 ，

人間関係のあつれきなどを克服したいという要求の子どもなりの表現だといえる。原因を

ていねいに解明し心のもつれを解きほぐす教育的，臨床心理的援助が必要である 」と指。

。 ， ，摘されている つまり 子どもの不適応行動は一概にその子どもに原因があるのではなく

周りの環境（教師）にも原因があるということができるだろう。

吉田（1998）は「さまざまな不適応行動を示す子ども達を理解するためには，あらゆる

角度から評価する姿勢が強く求められ，最も困っているのは誰かという発想に目を向ける

こと」を指摘して，教師の主観だけにとらわれず，子どもの目線に立ち，子どもの行動を

理解することの重要性を述べている。

（2）問題行動とは

『障害児教育大辞典 （旬報社，1997）によれば，問題行動とは 「いっぱんに教育や』 ，
マ マ

（ ）。」子育ての場面での指導・援助上の困難を引き起こす行動に対して用いられること… 略

とされている 「大人をふくめ環境の側が問題行動を生み出すものをもっているのではな。

いか，という視点でとらえなおすことが重要である 」ということや 「問題行動は発達。 ，

要求のあらわれととらえ…（略 ，問題行動そのものをなくそうとするのではなく，その）
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基底にある発達要求を実現する方向での指導・援助が必要となる 」ということが指摘さ。

れている。つまり，子どもの問題行動といわれる行動を表面的に捉えるのではなく，その

行動の意味を理解することが重要なのである。

服巻（2006）は，自閉症児のたたく（ける）という行動に対処するには，表面的な行動

にとらわれることなく，まずその原因を追究することが大切であると指摘している。

古屋（2000）は「問題行動は教師が問題と見てしまったところから問題行動として歩き

始める。もっと言えば，子どもは決して無為に行動はしない，本人なりの価値判断に基づ

いて，目的的に行動をしているといえる 」と指摘しているように，問題行動はそもそも。

存在しないという見方もある。

3．知的障害のある子どもの適応に関する先行研究

古屋ら（2002）は，ある一人の知的障害児（小学部2年生）を観察し，年度の切り替え

によって一時的に発達の初期過程に戻り，再びその過程に沿って発達していく過程を報告

している。この時期の慎重な取扱いが教師には求められることも指摘している。

丸井ら（1976）は自閉症児の集団適応に関する研究を行い，特異な行動として，奇声や

独語，常動行動，固執性を挙げ，これらの行動を示す自閉症の対象児が学校場面で周囲か

らの受け入れが好転するにつれて見られなくなっていくことを報告している。つまり，自

閉症児が示す特異な行動は周囲の受け入れ態勢に問題がある可能性があることを示唆して

いる。

和（2000）は授業中に飛び出しや無断での外出がある中学部1年生の生徒に対して，要

求伝達行動を問題行動と機能的に等価として捉え，要求伝達行動を形成させることで，要

求伝達行動の確立とともに問題行動の減少が見られたことを報告している。

しかし，これらの研究は小学部児童や中学部生徒を対象としており，高等部生徒の適応

， 。過程についての研究ではなく 高等部生徒の適応過程を詳細に研究しているものは少ない

そこで，高等部生徒の学校生活への適応過程を詳細に研究することは，何らかの新しい知

見を導くことができるのではないかと考える。

Ⅲ．今後の展望

これまで示してきたように，学年の切り替えの時期は，児童生徒に何らかの問題が生じ

る可能性が極めて高い時期であるといえる。先行研究では，就学前の幼児や小学部，中学

部を対象にした研究が目立ち，高等部生徒，特に通常の学級や中学校特別支援学級から特

別支援学校高等部へ進学した生徒の学校への適応過程に関する研究が少ない。通常の学級

や中学校特別支援学級から特別支援学校高等部へ進学した生徒は人的にも，設備的にもこ

れまでとは全く異なる環境の中で学校生活を送ることになるために，より多くの問題を抱

えることが予想される。そのため，このような高等部生徒の学校への適応過程を研究する
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ことが望まれる。そうすることで学年の切り替えの時期をスムーズに送ることが出来るた

めの新たな知見を見い出せるのではないだろうか。
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